
平成 31 年度 大阪府立堺上高等学校指導と評価の年間計画(シラバス) 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第２学年 
VISTA English 

CommunicationⅡ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業では、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」の４技 

能の力をバランスよく身につけるために、コミュニケーション英語Ⅰに引き続き、本文の内容に関連 

して、ペア・ワークやグループ活動による言語活動を多く行います。積極的に参加しましょう。 

・外国語学習において大切なのは、声に出して練習することです。ペアやグループワークなどを通じて、

しっかり英語を口にしましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位）及び「文法演習」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

○日常的なあい

さつや、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

についてやり取

りができる。 

 

 

○準備した上で、

将来の夢や希望

について、理由と

具体例を添えて

説明することが

できる。 

文法演習 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ英Ⅱ 

プリント、 

定期考査 

○簡単な語や基本的 

な表現を用いて(接 

続詞など)、日記や説 

明文などのまとまり 

のある文章を書くこ 

とができる。 

 

 

○自分の知っている 

トピックに関して、 

インターネットなど 

から情報を収集し、 

それをまとめた文章 

を書くことができ 

る。 

 

文法演習 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ英Ⅱ 

要 約 の 添

削、エッセ

ー ラ イ テ

ィング 

○ゆっくりはっき 

り話されれば、外 

国の文化・風習な 

どなじみのないこ 

とでもその概要を 

理解することがで 

きる。 

 

○決まった表現で

話される日常的

に必要な情報を

聞き取ることが

できる。 

文法演習 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ英Ⅱ 

発表、 

デ ィ ス カ

ッション 

○やさしい英 

語で書かれた 

様々なジャン

ルの文章を読 

み取り、全体 

の筋を理解す 

ることができ 

る。 

○簡単な英語

で表現されて

いれば、ガイド

ブックなどを

呼んで、必要な

情報を見つけ

出すことがで

きる。 

文法演習 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ英語Ⅱ 

発表 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、意欲的に、また、間違

うことを恐れずにコミュニケ

ーション活動に参加している

か、的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身につけていると共に、

教材の題材を通して、その背

景にある文化などを理解して

いるかを的確に評価できる方

法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 5 時間) 

他国での誕生
日のお祝いの
仕方を知るこ
とを通して文
化の多様性を
理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、間違いを恐れず

に、意欲的にコミュ

ニケーションを図

る。 

・ペアで自分の誕生日に

は何をするかを話しあ

す。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にペア・

ワークを行ってい

るか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・セクションごとに本

文を読んで、その内

容を口頭で要約す

る。 

 

・ペアで、各セクション

ごとに、本文内容につ

いて Retelling する。 

・各セクションの概要

をペアに伝えられ

ているか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語理解の能力」 

・世界の誕生日につい

て、読んだ事を理解

する。 

・セクションごとに、興

味を引かれた国の誕生

日の祝い方について読

み、その内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・疑問詞を使った節、if

を使った節の表現を

理解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・間接疑問文を理解し

ているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 

Lesson 2 

( 5 時間) 

アイルランド
からの留学生
が、言語文化
などを含め、
自国について
話す内容。日
本との違いに
ついても触れ
られる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループにおいて、

間違いを恐れずに、

意欲的にコミュニケ

ーションを図る。 

・ヨーロッパの国に関し

て、知っていることを

グループで話し合う。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にグルー

プ・ワークを行って

いるか。 

・グループでの言語活

動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の知っているト

ピックに関して、ま

とまった文章を書

く。 

 

・本課の終わりに、外国

について知った文化や

習慣を一つ取り上げ、

まとまった英文で書

く。 

・トピックに関して、

適切な量の英語を

書いているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「外国語理解の能力」 

・本文やそれに関連す

る英語でのオーラルイ

ントロダクションを聞

いて、大まかな内容を

理解する。 

・英語によるオーラルイ

ントロダクションか

ら、マインドマップを

利用して内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較・最上級を使っ

た表現を理解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・比較・最上級を理解

しているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 5 時間) 

ガウディが
サグラダフ
ァミリアを
設 計 し た
際、何を参
考にしたの
か、完成期
間が短縮に
なった理由
は何かを読
んでいく。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・本単元の内容に関
することを英語で
描写する。 

・本単元に関する絵やス

ライドを見て、ペアに

英語で描写する。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にペア・

ワークを行ってい

るか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容について、

読んだ事を理解す

る。 

・セクションごとに読み、

その内容を理解する。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞を使った表現を

理解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・分詞を理解している

か。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 

Lesson 4 

( 5 時間) 

ノーベル賞
を創設した
アルフレッ
ド・ノーベ
ルについて
と、ノーベ
ル賞の歴史
に関する内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・調べたことに関し 

て、まとまった英 

語で表現する。 

・好きな偉人について一

人調べ、その人につい

てまとまった英文で書

き、発表する。 

・トピックに関して、

適切な量の英語を

書いているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「外国語理解の能力」 

・本文やそれに関連す

る英語でのオーラルイ

ントロダクションを聞

いて、大まかな内容を

理解する。 

・英語によるオーラルイ

ントロダクションか

ら、マインドマップを

利用して内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞と不定詞を

使った表現を理解す

る。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・知覚動詞を理解して

いるか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 5 時間) 

ツタンカー
メンの墓を
発見したハ
ワード・カー
ター氏がど
のようなこ
とに心を打
たれたかを
紹介する内
容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、間違いを恐れず

に、意欲的にコミュ

ニケーションを図

る。 

・夏休みの思い出につい

てペアで話し合う。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にペア・

ワークを行ってい

るか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・セクションごとに本

文を読んで、その内

容を口頭で要約す

る。 

 

・ペアで、各セクション

ごとに、本文内容につ

いて Retelling する。 

・各セクションの概要

をペアに伝えられ

ているか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語理解の能力」 

・ハワード・カーター

について、読んだ事

を理解する。 

・セクションごとに、読

み、その内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞と関係代名

詞(what)を使った表

現を理解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・使役動詞と関係代名

詞を理解している

か。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 

Lesson 6 

( 5 時間) 

錦織圭選手
がいかにト
ップテニス
プレイヤー
となったの
か夢を実現
させるため
には何が一
番大事なの
かを読んで
理解する。 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・”not only～but( also)

“の構文を理解す

る。 

 

・”not only～but (also)

を使いまとまった文章

を書く。 

・トピックに関して、

適切な量の英語を

書いているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「外国語理解の能力」 

・本文やそれに関連す

る英語でのオーラルイ

ントロダクションを聞

いて、大まかな内容を

理解する。 

・英語によるオーラルイ

ントロダクションか

ら、マインドマップを

利用して内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・疑問詞＋to 不定詞/ 

seem を使った表現

を理解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・疑問詞＋to 不定詞を

理解しているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 5 時間) 

世界自然遺
産の１つで
あるガラパ
ゴス諸島に
ついて、そ
して今そこ
で何が起こ
っているか
を説明する
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、間違いを恐れず

に、意欲的にコミュ

ニケーションを図

る。 

・ペアで、あらゆる世界

遺産について相手に英

語だけで描写して、当

てさせる。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にペア・

ワークを行ってい

るか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語表現の能力」 

・グループにおいて、

間違いを恐れずに、意

欲的にコミュニケーシ

ョンを図る。 

グループで、行ってみた

い世界遺産について考

え、言ってみる。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にグルー

プ・ワークを行って

いるか。 

・グループでの言語活

動を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・世界遺産について、

読んだ事を理解す

る。 

・セクションごとに、ジ

グソー法によりグルー

プで読み、その内容を

理解する。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形を使

った表現を理解す

る。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・現在完了進行形を理

解しているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 

Lesson 8 

( 5 時間) 

日本の書道
が海外の雑
誌に紹介さ
れているこ
とから、日
本文化につ
いて考える
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・日本文化について一

つ選び、まとまった

文章を書く。 

 

・日本文化を一つ取り上

げ、まとまった英文で

書く。 

・トピックに関して、

適切な量の英語を

書いているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「外国語理解の能力」 

・本文やそれに関連す

る英語でのオーラルイ

ントロダクションを聞

いて、大まかな内容を

理解する。 

・英語によるオーラルイ

ントロダクションか

ら、マインドマップを

利用して内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・部分否定/受け身を使

った表現を理解す

る。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・部分否定/受け身を理

解しているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 6 時間) 

水族館の歴
史とその発
展について
の 内 容 か
ら、科学技
術の人間に
与える影響
について考
える内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・セクションごとに本

文を読んで、その内

容を口頭で要約す

る。 

 

・ペアで、各セクション

ごとに、本文内容につ

いて Retelling する。 

・各セクションの概要

をペアに伝えられ

ているか。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「外国語理解の能力」 

・本文について、読ん

だ事を理解する。 

・セクションごとに、読

み、その内容を理解す

る。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞/完了受け

身を使った表現を理

解する。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・関係代名詞/完了受け

身を理解している

か。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 

Lesson 10 

( 6 時間) 

トルコと日
本の友好関
係を作るき
っかけとな
ったエルト
ゥールル号
についての
内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

(本単元では設定し
ない) 

   

「外国語表現の能力」 

・学んだ内容につい
て思考を深める。 

・トルコと日本がぉ互
いから何を学んだ
かについてグルー
プで話し合い、発表
する。 

・互いに協力しなが

ら、意欲的にグルー

プ・ワークを行って

いるか。 

・プレゼンテーション

の方法は適切か。 

・グループでの言語活

動を観察する。 

 

 

・プレゼンテーション

の評価シートを用

いて評価する。 

「外国語理解の能力」 

・本文内容について、

読んだ事を理解す

る。 

・セクションごとに、ジ

グソー法によりグルー

プで読み、その内容を

理解する。 

・ノート(ワークシ 

ート)にメモを取 

っているか。 

・ノート(ワークシー

ト)を提出させ、チ

ェックする。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了/強調構文を

使った表現を理解す

る。 

・本文に出てくる重要

表現を習得する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本文の暗唱。 

・過去完了/強調構文を

理解しているか。 

・各セクションの英文

を暗唱できている

か。 

 

・定期テストにおいて

確認する。 

・ノートに暗唱をクリ

アできたかのチェ

ック欄を作り、提出

させる。 


